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全国の中学校３年生（小学校では６年生）を対象とし、学力と学習状況の両面からの調査が

行われています。今年度の調査内容は国語･数学の知識、並びにその活用力の習得状況と理科、

そして質問紙による生活状況です。

加西中学校３年生の学力に関する調査結果では、国語、数学、理科の教科学力が全国平均を

上回り高い結果となりました。中でも数学(知識)、理科が全国平均を上回っていました。数学、

国語ともに知識に比べて活用の力が弱く、得た知識を上手く活用できない現状があります。

質問紙による生活調査結果と、全国平均を比較すると次のようになりました。

全国平均を上回っている 全国平均を下回っている

学 ・家で学校の宿題をしている。 ・学校の授業以外の１日

・家で予習･復習やテスト勉強などの自学自習におい あたりの読書時間。

習 て、教科書を使いながら学習している。

・新聞を読んでいる。

面

・自分にはよいところがあると思う。 ・毎日、同じくらいの時

生 ・将来の夢や希望をもっている。 刻に寝ている。

・いじめは、どんな理由があってもいけないと思う。

活 ・人の役に立つ人間になりたいと思う。 ・毎日、同じくらいの時

・地域や社会で起きている問題や出来事に関心がある。 刻に起きている。

面 ・テレビのニュースや番組やインターネットのニュー

スを見る。 ・家の人と学校での出来

事について話をする。

◆次のような回答をしている生徒ほど正答率が高い傾向にありました。

【H30結果より】

◇自分には、よいところがあると思っている生徒。

◇学校のきまり〔規則〕を守っている生徒。

◇人の役に立つ人間になりたいと思っている生徒。

◇地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがある生徒。

◇新聞を読んでいる生徒。

【参考資料 H29結果より】

「1日あたりのTVやゲーム、メール、SNS、インターネットの利用時間が短い」

◇コンピューターや携帯式のゲーム、スマホゲーム等でゲームをする時間が、1時間未

満だった生徒。

◇テレビやDVDを見る時間が、２時間未満だった生徒。

◇携帯･スマホで通話やメール、ネットをする時間が１時間未満の生徒。

※逆に利用時間の長い生徒については正答率が低い傾向にある。

学力は、その基盤となる意欲や興味・関心、そしてその人のものの考え方や生活習慣も大き

く関係しています。加西中学校では今後も、家庭や地域との連携・協力を得ながら教育活動を

展開していきます。今回の結果を各教科会において分析し、正答率の低かった項目については、

復習等の機会を設け、中１･２年生の指導にも活かしていきたいと考えています。


